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　　Abs虹雛乱　Th1s　paper　d－ea1t　w1th　some　sub〕ects　for　the　estab11shments

of　host　system　of　persona1computer　for　the1nformat1on　network　of　agr1－

cu1ture　and　rura1districts．First1y，some　characteristics　of　the　BBS　of

agr1cu1ture（der1ved　from　the℃reen＿top1a”）were　researched　and　some

BBS　showed　the　v1y1d　success　w1th　the　open　use　to　guest　members

　　Next1y，the　Rad1o　BBS　were　exammed　In　Japan　the　phone　patch1s

prohib1ted　by1aw，yet　But　the　RBBS　espec1a11y　the　Message　Forwordmg

has　performed　conven1ent，w1de　and1ow＿cost　network　system　that　covered

very　w1de　area　as　a11over　Japan　Then　the　test　openmg　of　the　persona1

computer　network　by　te1ephone　and　w1re1ess　showed　some　subJects　as　the

correspondence　to　the　users’1eve1s　to　BBS　and　the　connected　port（9ate－

ways）And　some　types　of　TNC　showed　the　d1sagreement　of　code　w1th

the　host　system
　　And－the　convenience　of　the　persona1computer　network　required．the

reformat1on　of　BBS　of　b1g　host　computer　system　w1th　many　types　of　gate－

ways　and　the　perm1tt1on　of　phone　patch

　　And　these　network　systems　showed　the　serv1ceab1e　effects　for　the
deve1opment　of　agricu1ture　and　rura1districts．

2．農業1農村ての情報の局度利用

1．はじめに

　近年電気通信技術の目覚しい発達と普及に支えられ，

“情報化の産業”が飛躍的に進展し，70年代にはその影

響が広く杜会一般にも浸透していった．これが80年代に

なると，パソコン，ワープロの導入など，小型・高性能

化が進み，1985年の通信自由化を契機としてネットワー

ク化が急速に進行し“高度情報化杜会”と言われるよう

になり，90年代に入り様々な地域の情報化が一層推進さ

れ，“高度情報社会”と言われるようになった．本報告

は農業・農村環境のなかで，構築が容易で機能的なパソ

コンによる情報ネットワークとそのホストの開設に注目

し，実験開局を通して基本的な諸問題を整理・検討した．

＊農林システム学講座（工学系）

　2．1地域における情報化の推進

　92年度の「情報化白書」によると，中央各省庁が推進す

る地域における情報化の推進のプロジェクト構想や，特

に農業・農村でのパソコンの普及，「農業技術情報提供

システム」，「農産物市況情報提供システム」，「病虫害発

生予察情報システム」などのネツトが全国で数多く運用

されている．そしてこのなかには一般にもこれらの情報

が公開利用できる「バソコン通信」などが含まれている．

もともと農業・農村地域にあっては昭和61年度から発足

した農村地域等情報化推進事業（グリーントピア構想）

があった．これは1988年までに全国で53地域を指定し，

「農村地域等において，先駆的・モデル的な各種情報シ

ステムの経済一性，利便性を明かにし，その整備・運用の

ための計画を策定するとともに農村地域等における情報化
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を推進し，もって農業の生産性の向上，農産物の流通・加

工の合理化，農村地域等の活性化を図ることを目的とし

たもの」であった．これはさらにパソコンネットワーク，

CATV（有料テレビ），ファクシミリでの農業の情報シ

ステムによる高度化計画を立案させた後，さらに農村地

域の構造改善事業の中で膚報化を推進し，全国で1，500

地区の計画実行を目指すに至っている．特に昭和63年度

には従来の市町村レベルを地域として指定する従来から

の「一般型」のほかに，県全体を指定する「広域型」が

n地域ある．このような環境とともに1991年末の農家の

パソコン設置台数は1万5，000台を越え，「パソコン農家

いまや常識」と言われ，パソコンで“武装”し，海外と

対抗しようとする農家が増えているなどと言われ，さら

には農家，農協が農業の一層の効率化を果たそうとし，

上記の地域活性化のBBS（伝言板）の利用から，さらに

気象膚報を解析し，ダイナミックに利用するなど，戦略性を帯

びたハイテク農業へと変わりつつある1〕’2）’3）と報告され

ている．

　2．2　パソ＝1ンネット利用からホスト開局へ

　各地域におけるパソコン通信は，国際的な大手の「商

用ネット」「学術ネット」からローカルな「草の根ネット」

と言われるものまで多様・多彩であるが，近年ホスト開

局が容易になりっっあり，急激に増加しつつある．

　一般の利用者は目的と内容と通信手順を市販の「BB

S（Bu11etm　Board　Serv1ce　or　System　伝言板）電話

帳」4）などで調べ，GUEST利用ができると判明したとき，最も

安価で利用できるアクセス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1
ポイントの電話番号で接続

第26号

通のソフトが使われるなどの実績をもつものがあ｝），サ

ポート体制が信頼でき利用しやすいソフトが増えた．ま

たフリーソフトを含め“ミニホスト局を個人で運用する

簡易プログラム”が手に入りやすくなったこと，地域の

瀞性化などを目的とし，利用者一人一人の生の声を聞き，

これをより積極的に生かすためにはBBSを開局するの

が近道であるとの理解などが広まったことなどが，親し

みやすい，瀞性温れるミニホスト局をますます増加させた．

　2．3　中国地方のBBSとグリーントピア系のB8S例

　一般に24時間利用できる草の根ネットは前述のBBS電

話帳などで紹介されているが，申四国でのホスト局数は烏

取2（この他に著名な風紋と打吹きネットなどが著名であ

る），島根4，岡山11，広島19，山口12，徳島9，香川4，愛媛

9，高知4の計74局が記載されている．これらを見ると，

松江の「くにびきネット」など地域の特色や趣味などを局

名に反映させたものが多い．またこれに記載されない小・

中規漢局もある．全国の商用ネットのうち会員が1万人ク

ラス以上が約10杜ある。このうち30万人を越すと言われる

ものが2社あり，多くのアクセスポイントを設け，県別

や趣味話題（「農と食」なと）別のSIG（Spec1a1Interest

Group）やForum（公開の広場）が設定され，U夕一ン

を含み東京・大阪との情報交換を行うにあたり，多くの

アクセスポイントを有する全国的なネットの利用が注目

を集めている．また会貝が3000人を越えるネットは，利

用経路を大手ネットとローカルの電話番号の双方に設け

るなど，よ｝）安価な回線の利用を実現・奨励している．

宮域県仙南AGNESSのBBSの例

し，詳細な規約，利用内容

をダウンロードして，後で

検討することが多い．利

用形態は初心者用の「メニ

ュ方式」とエキスパート

用の「コマンド」方式に分

かれるが，全国的な大手の

商用ネットを“基準”のよ

うにして，初めての利用者

にも理解しやすい対応がで

きているものが多い．さら

にホストソフトは安価にな

り，しかも1100局（24時間

運用でないものを含めると

2000局とも言われる）を越

える草の根ネットのうちの

200局以上のホスト局で共

『A　G　N　E　S　S』のサービスメニュー
1．

2．

3．

4．

5．

6．

0．

＞

AGNES　Sの使い方
会員センター
掲示板
会議
メーノレ

おしゃべり広場
系冬了

使い方がわからない時は， Hを入れてください．

　　　　　　番号を入力して下さい．→3
　　　　　13病害虫情報　　　　　　　［BY0　　　］　149件中新規　20
　　　　　17川崎アメダス情報　　　　［AM3　　　］　33件中新規　　1
　　　　　18丸森アメダス情報　　　　［AM4　　　］　33件中新規　2
　136AGNESS　　（000）　15行1992／09／0310：57　　2回
☆☆病害虫発生予察情報（第9号）☆☆その8・なし：黒斑病

2．果樹（なし）

　病害虫名　発生量
4．黒斑病　やや多い
（1）予報の根拠

　・8月第4～5半旬の巡回調査では，新梢での発病葉率は平年並みであった．
　・県予察ほ（名取市高舘）では，発病果率が8月上旬から増加している
　　9月は降水量が多いと予報されており，果実への感染が多くなると見込まれる．

（2）防除上の注意事項
　　収穫期に入っている園では農薬安全使用基準（収穫前の使用時期）に注意し，薬剤
　を選定する．

　　　　以上
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　一方利用者を制限しているものも多い．例えば土地改

良事業における業務の電算化などからスタートしたもの

などは各事業所の職員など特定の農家や指導機関などを

利用対象としている．しかしグリーントピア構想や農協

関連からスタートして，積極的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2
にGUEST利用を実現してい
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ではまだ1200bps，HFでは300bpsが多いということや，

情報が第3者に容易にモニターされるなど，あくまで「自

己訓練」を目的とした紳士的な利用形態を保証するため

の努力が要されている．また近年は公開鍵番号（暗号）

愛媛県大洲市ひばりネットBBSの例

るものに，宮城県仙南のAGN　　　　　　　　　　ひばりネット

ESS，茨域県の夢来（むら）ネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Copyright1990NEC　Information　Service，Ltd．
ツト，栃木県の佐野AGネット，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［Enter　］新しく作成された掲示板のお知bせ
愛媛県犬洲市のひば1）ネットな　　　　　　掲示板一覧　1　［ki・y・u　］気象情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　［sikyou　］青果市場情報
どがあり，多くの利用者から注　　　　　　　　　　　3　［nougyo　］農業情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　［tokusan　］ふるさと特産品
目されている．表1，・はこの掲　　　　　11紺o1鑓鵜難
示板の中の一部である．　　　　　移動メニュー　　　　7　［f「ee　　］フリiトーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　番号　　略　　称　　　　　　掲　示　板　名　　　　　　　　　　未読数／総数
3P・・k・tR・di・に関する　　1篶、、a、、　帖＞婬三竺掲示板のお知らせ　　　1231、；9

　基礎的課題　　　　　　　　　　　葦鶉竺ei　　美謂幕襲　　　　　　　　　　　　　　　、影、；；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5hatlsei　八幡浜市場　　　　　　　　　　　427／427
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6uwajima　　宇和島市場　　　　　　　　　　　436／436　3．l　Packet　Radioの普及　　　　　7matuyama　松山中央市場　　　　　　　　　　　　　　824／826
　　　　　　　　　　　　　　　　　　8kyo山an　　井販市況　　　　　　　　　　　　893／893　最近携帯電話など電話の無線　　　　9。。。。k。　　　大阪市場ニュース　　　　　　　　　　　　　　78／78
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10d＿b　　　　データベース案内　　　　　　　　　　　　　　　0／　o
化，免許不要の一般のパーソナ　　　　11jy0Ln　　農業，農村情報化ニュース　　　　　　　　　　　17／17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　osusume　　今月のおすすめ品　　　　　　　　　　　　　　　　0／　18
ル無線，免許を要するアマチュ　　　　13hinm・ku　　特産品（品目別）情報　　　　　　　　　　　　　o／　o
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　14tyOuson　　　特産品（市町村別）情報　　　　　　　　　　　　　14／　14
ア無線が普及しつつある。アマ　　　　15kank・・n　　農園紹介コーナー　　　　　　　　　　　　　　　o／　o
　　　　　　　　　　　　　　　　＊16tokuuw　字和町　　　　　　　　　　　　　　5／　5
チュア無線局の数は，日本では　　＊　17t・ku・　　域川町　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　18noenuw　宇和町　　　　　　　　　　　　　　o／　0
11・万局を越え・世界で最もア　。；；二：二＝ニニ　襲滞　　　　　　　　；〔
マチュア無線局の多い国となっ　。；1繧畠　鷲㍗喜イド　　　　　　呈一
　　　　　　　　　　　　　　　　一more一（y／〃番号）1ている．そしてこの無線とパソ

コンを使った通信が爆発的に普及している。この理由は

「無線の利用が電話に較べて安価である」ことや，パ

ソコンとTNC（Term1na1Node　Contro11er）の機能の

向上と，紳士的な交信ルートマップが様々に整備されて

いることが大きい。即ち大がかりなアンテナを設置した

HF帯では，日本全国や世界中との交信が直にコネクト

てきる　またモーヒル機やハンテイ機でもVHF／UHF

帯で，中継局を数個使えば，例えば松江から山陰，山陽，

近畿，四国など中・遠距離までの広い交信ルートが整備

公開されており容易に利用できる．さらに全国転送ネッ

トシステムが存在し，大手の商用ネットのアクセスポイ

ントのように，そこまでアクセスすれば全国からの転送

情報が無料で利用できることが注目されている．また近

年のTNCはミニRadio　BBSの機能やデジピータの機

能が付けられ，加えてかなりのメモリの装備があ1），ミニ

ホスト局の開局が容易にできるようになったことや，さ

らにハードデイスクを備えると，これまで電話による利

用を対象としてきた多回線パソコン通信ホストプログラ

ムを一部の変更を行うことによって無線局にも利用でき

るようになったことの影響が大きい　ただVH町UHF

などが検討されている5し

　3．2　Ph◎ne　Patchについて

　現在の日本では無線から電話線につなぐこと（Phone

Patch）は災害などの非常時を除いては禁止されている．

これは「（旧）電電公杜に通信という，国家的な事業を独

占させようとする国策があったからで民営化された今日，

むしろ多くの独立したネットワークをつないで，どんな

所とも通信できるようにすることによってこそ本当の価

値が発揮される」6）との指摘がある。特に「アメりカで、

は古くから行われており，第3者通信とともに，一般の

人々，特に国外にいる多くのアメリカ人に祖国との連絡

をとる回線を提供してきた」ものである．日本では回線

の設置に困難な中山間地域を含むパソコンネットワーク

を構築しようとするとき，ロケーションの良いところま

で有線で結ぶなど，無線と有線の効果的な接続は今後の

地域情報ネットには効果が大きいと考える．

4．パソ＝1ン通信実験の概要と結果

4．1実験ハードシステムの概要

図1のように研究室のNECのPC9801RXをホスト
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マシンとし，RS232C拡張ボード（AIWA製：B9ポ01）

を付け，3回線の運用を試行した。TNCは携帯にも使

えるタスコ電機のTNC－211とUH町VHF問のゲートウ

ェイなどを実現するために東京ハイパワーのKPC－4Jを

テストした．これらの回線は92年3月よりダイヤルイン

になった研究室の1回線（TASK＃01：モデムは9600pbs

が可能な沖電機のPCLINK296EXを使用），と内線

1回線（TASK＃03　モテムはOMRONの2400bpsの

MD24FB5Vを使用）でこれと無線（TASK＃02）が1

回線とコンソール用（TASK＃OO）が1回線の；■ステ

ムである．トランシーバーはアイコムのIC－3Sとケン

ウッドのTH77など一般に普及しているものを使用した。

なおSYSOPとしての作業の一部は，TASK＃03をリバ

ースケールて，EPSONの286NOTEFと直結させて19200

bpsでデーターを転送して行った．また情報処理センタ

ーにも，本ソフトで内線1回線を利用し，パソコン通信

ホストとBMとの切｝）かえ運用を行った．センターの

ホストのIBMの大型マシンは外線・内線を通して使え，

さらにDDXを経由してN1ネット等などと結ばれてい
る，

　4．2B8Sホストソフトウエアと課題

　ホスト局のソフトプログラムは近年PDSボードから

も得られるようになってきたが，ここでは多回線HOST

として拡張性があり，全国で200局以上の局での運営実

績を持ち，市内の「くにびきネット」でも用いられてい

るソフトにコマンド体系を準拠させた「はるか」7）を用い．

た．「くにびきネット」のSUBOP氏の協力で，パソコ

ン通信で入手・解凍し，こちらの要求仕様に対応できる

ようにデータを修正し，テスト運用を開始した．後日こ

のソフトの販売とサポートをしている千葉県のパソコン

通信局「UP－UP」のSYSOP氏と契約を交わし購入し

た．なおその後，試験運用として大学の情報処理センタ

ーのPC98にも導入し，学内に公開し，表3のBBSボ

ードを作成した．また表4は現有のIBMのホストマシ

ン3081の伝言板システムで，使い勝手を比較してもらっ

ている．

　4．3パソコンホスト局試験運用結果

　昼は一般電話として利用し，またテストとメンテを行

うため，利用時問を深夜10時から早朝9時までに限定し

てきたことには，多くの利用者が早急な利用時間の拡大を

求めてきた．またセンター内のパソコン局は現在はホス

トのIBMの端末からの利用はできていない．またパソ

コン通信の会員レベルによるCUG（C1osed　Users　Group）

の制御と，外線→内線のみを（しかも情報処理センター

のマシンの一部の利用のみに限定する）許可するグルー

第26号

プの分化や，効果的な回線の連結など，魅力的な運

用を実現するためには，かなりのソフトのパラメータの

変更が求められている．

　無線からの利用時のタスコ杜系のTNCはアメリカの

TNCの主流と言われ，多くのホストソフトがこれに準

拠しているため，これと異なる東京ハイパワー杜のもの

ではPORTの制御コードの関連で対応できない文字コ

ードが発生し，文字化けが生じ，現在調査中である．無

線と電話のコネクトを含めて現行の規則を守り，しかも多様

な利用者のTNCの制御に対応するようにすることが課題

として残されている。表5はこれらをまとめた例である．

　表4は大型汎用ホストにおける伝言板システムである．

パソコン通信

ホストマシン

騒
図1．パソコン通信ホスト局の概要

表3．パソコンネット実験局のBBS例

　　　　　　　　Kメインメニュー】

　1：ボード／フォーラム　　　　TI　：アクセス経過時間

　2：ファイル・キャビネット　　WH：アクセス者確認
　3：メールBOX　　　　　　　MS：アクセス者に電報発信

　4：チャット・ルーム
　5：パスワード変更　　　　　A　：自動ダウンロード
　6：ユーザー環境設定　　　　ASET：Aコマンド設定

　7：ゲーム・センター
　8：エキスパートモード　　　P　：プロフィールー時変更

　9：ログアウトSee　you　again　MSG：伝言板

☆0：オンラインサインアップ　　LOG：最終アクセス者確認

番号orコマンド［T：TOPメニュー　　？：説明］二＞1

　　　　　　　　　【ボードメニュー】

1．FREE　TALK
2．会員自已紹介

50．パソコン通信研究会（階層移動）

20．研究室内連絡事項（CUG）

30．教育フォーラム（オープン利用）
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大型計算機のBBSはパソコン

と比較し階層構造の多様な対応

や，カラー画像などマルチメデ

ィアに対応できる多様な形式の

データヘの対応は困難で，むし

ろゲートウエイやインターネッ

トの効果的な構築やISDNの早

期導入が期待される．

表4．情報処理センターホストのメインメニューとBBSの例
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5．おわリに

　地域開発・活性化のための有

用な手段として地域の個性を集

積したネットワークとデータベ

ースの構築が注目されている．

農業・農村における情報ネット

ワークは今後一層の充実と，よ

り幅広い利用者との交流がさら

に進められることが期待される．

このためにもパソコン通信ネッ

ト，無線による全国転送ネット

などを取一）込んで，一層効果的

で合理的なネットの構築が期待

されている．有線・無線を活用

したより使いやすいネットワー

クの構築とその実験は今後農業

農村の活性化を支援するシステ

　島根大学情報通信システム

Sh　口m・・耐町N榊・・kg・・蜘1ε鵬㎜

　　　　1：VM利用
　　　2：PC利用
　　　3：WS利用

番号を入力して下さい今1

英数　半角　R

1
2
3
4

　　PF1：説明
　　　　　　　＜

教職員伝言検索

学生伝言検索

ホスト利用関連メモ検索

PC利用関連メモ検索

PF3：
SUNCS

＜SUNCS　メニュー（CMSモード）＞

1　文書処理

2S／Wパッケージ利用
3　プログラミング
4　ファイル管理

5　ファイル転送

6　出力管理

7　CMS
8　終了（LOGOUT）

S　SUNCS伝言板
I　SUNCS　メモ　ー覧表
P　パスワードの変更

E　本日の終了予定時刻の確認

　　番号をキーインして下さい＜　　〉

終了　　　　　　　　実行キー：実行

・伝言板　　　　＞

5　教職員伝言作成
6　学生伝言作成

7　ホスト利用関連メモ作成

8　PC利用関連メモ作成

表5．回線と利用者ボードの利用区分例

会員区分

GUEST
一般会員

無線会員

特別会員

パスワード 内線→外線 外線→内線　　CUG利用 無線利用

なし

あり

NONE
あり

なし

なし

なし

あり

なし　　　　なし
あり　　　　なし

なし　　　　あり

あり　　　　あり

なし

なし

あり

なし

ムを創り，改良することにつながると信じる。
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